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町芝 山
限
り
な
く
空
に
近
い
町

　

成
田
国
際
空
港
に
隣
接
し
た
芝
山
町
は
、
頭
上
を

見
上
げ
る
と
、
世
界
各
国
の
航
空
機
が
飛
び
交
う
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
が
町
内
各
所
で
目
に
入
る
限
り

な
く
空
に
近
い
町
で
す
。

　

A
滑
走
路
か
ら
約

５
８
０
ｍ
に
位
置
す
る

「
ひ
こ
う
き
の
丘
」
で

は
、
機
体
が
間
近
に
迫
る

よ
う
な
迫
力
満
点
の
光
景

が
体
感
で
き
、
丘
の
上
か

ら
空
港
が
一
望
で
き
る
こ

と
か
ら
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
、
幅
広
い
方
々
に

大
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
丘
の
頂
上
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ハ
ー
ト
型
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
で
、
航
空
機
を
背

景
に
し
た
記
念
撮
影
も
お
す
す
め
で
す
。

　

ま
た
、
航
空
機
の
実
物
展
示
や
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体
験
な
ど
が
人
気
の
「
航
空
科
学
博
物

館
」
、
水
辺
の
花
木
を
鑑
賞
で
き
る
公
園
「
芝
山
水

辺
の
里
」
、
産
直
農
産
物
販
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の

あ
る
「
空
の
駅
風
和
里
し
ば
や
ま
」
な
ど
、
空
を
身

近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
町
の

魅
力
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ら
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す
る

北
東
エ
リ
ア
一
体
を
「
ス
カ
イ
パ
ー
ク
し
ば
や
ま
」

と
名
付
け
、
国
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
獲
得
に
向
け

た
道
路
網
や
公
共
交
通
網
の
整
備
及
び
充
実
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

芝
山
町
は
、
千
葉
県
の
北
東
部
、
下
総
台
地
に
位

置
し
て
お
り
、
東
西
８
･
４
㎞
、
南
北
10
･
５
㎞
、

総
面
積
43
･
24
㎢
の
成
田
空
港
に
隣
接
し
た
町
で

す
。
空
港
の
開
港
に
伴
う
激
動
の
歴
史
を
た
ど
る
な

か
、
１
９
５
５
年
に
町
が
誕
生
し
２
０
２
２
年
現
在

で
67
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

丘
陵
地
に
谷
津
が
入
り
組
む
複
雑
な
地
形
が
特
徴

で
、
の
ど
か
な
里
山
風
景
が
楽
し
め
る
土
地
で
あ

り
、
野
菜
・
果
物
・
花
卉
の
生
産
や
稲
作
が
盛
ん
な

地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
を
代
表
す
る
国
際
空
港
の
近
く
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
工
業
団
地
が
誘
致
さ
れ
、
多
く
の

企
業
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
町
で
は
２
つ
の
大
き
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
町
づ
く
り
の
根

幹
と
な
る
大
切
な
時
期
で
す
。
圏
央
道
の
整
備
や
成

田
国
際
空
港
の
３
本
目
の
滑
走
路
建
設
な
ど
、
町
の

経
済
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
国
の
事
業
を
最
大
限

い
に
し
え
の
風
が
薫
る
町

　

数
多
く
の
埴
輪
や
古
墳
が
発
見
さ
れ
、
歴
史
ロ
マ

ン
に
あ
ふ
れ
た
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
芝
山
町
。　

　

町
一
帯
は
遺
跡
の
宝
庫
で
、
か
つ
て
は
５
０
０
基

を
超
え
る
古
墳
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

芝
山
町
周
辺
で
最
も
大
き
な
前
方
後
円
墳
「
殿
塚

･
姫
塚
」
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
と
い
わ
れ
る

国
指
定
史
跡
で
す
。
昭
和
31
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調

査
の
際
、
全
国
で
初
め
て
人
物
や
動
物
な
ど
の
形
象

埴
輪
の
行
列
が
出
土
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
「
芝
山
古
墳
･
は
に
わ
博
物
館
」
で
は
、
芝
山

古
墳
群
な
ど
か
ら
出
土
し
た
遺
跡
や
埴
輪
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
、
精
巧
に
復
元
さ
れ
た
古
代
衣
装
や
竪
穴

住
居
を
通
し
て
、
古
墳
時
代
の
生
活
と
技
術
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
11
月
の
第
２

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
芝

山
は
に
わ
祭
」
は
、
古
代
の

心
の
豊
か
さ
や
素
晴
ら
し
さ

を
振
り
返
る
た
め
、
昭
和
57

年
か
ら
始
ま
っ
た
芝
山
町
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
古
代

人
に
扮
し
た
一
行
が
殿
塚
･

姫
塚
や
芝
山
公
園
、
芝
山
仁

王
尊
を
練
り
歩
く
様
子
は
圧

巻
で
、
古
墳
時
代
に
思
い
を

馳
せ
る
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
へ

と
誘
い
ま
す
。

に
活
か
し
た
「
持
続
可
能
な
町
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
に
策
定

し
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
も
と
に
計
画
的

な
土
地
利
用
を
図
り
、
空
港
機
能
強
化
に
伴
う
移
転

代
替
地
を
含
め
た
町
内
３
地
区
の
住
宅
拠
点
整
備
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
に
恵
ま
れ
た
町

を
実
現
し
、
将
来
的
な
人
口
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
子
育
て
支
援
と
教
育
を
一
体
化

さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
寄
り
添
っ
た
切
れ
目

の
な
い
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
６
月
に
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
、
就
学
前
の

子
ど
も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
に

関
す
る
相
談
や
親
子
同
士
の
交
流
の
で
き
る
憩
い
の

場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
で
は
、
教
育
環
境
の
向
上
や
生
涯
を
通
じ
た

学
習
活
動
の
推
進
、
文
化
･
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
、
共
生
社
会
の
推
進
の
方
針
に
沿
っ
て
整
備
し
、

町
の
文
化
を
守
り
育
み
な
が
ら
、
次
世
代
に
継
承
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
未
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
も
成
長
分
野
と
し
て
捉
え
な
が

ら
、
空
港
と
地
域
の
発
展
が
好
循
環
す
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
確
か
な
一
歩
を
着
実
に
進
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
が
あ
ふ
れ
る
町

　

豊
か
な
水
と
肥
沃
な
土
地

に
恵
ま
れ
た
芝
山
町
は
、
県

内
有
数
の
農
業
地
帯
。
大
地

の
恵
み
と
人
の
技
が
つ
ま
っ

た
米
や
ス
イ
カ
、
ニ
ン
ジ
ン

な
ど
、
芝
山
町
の
農
産
物
は

ど
れ
も
一
級
品
で
す
。

　

芝
山
は
に
わ
道
沿
い
に
位

置
す
る
「
道
の
駅
風
和
里
し

ば
や
ま
」
は
、
地
元
の
新
鮮

食
材
を
は
じ
め
、
花
や
惣

菜
、
お
土
産
な
ど
が
購
入
で

き
る
地
域
交
流
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

「
空
の
駅
風
和
里
し
ば
や
ま
」
で
は
、
農
産
物
直

売
所
の
ほ
か
、
地
元
の
新
鮮
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
手
ぶ
ら
で
楽
し
め
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
や
四
季
折
々
の
花
が

彩
る
里
山
と
い
っ
た
自
然
環
境
も
芝
山
町
の
魅
力
の

一
つ
で
す
。
「
芝
山
公
園
」
や
「
芝
山
水
辺
の
里
」

な
ど
は
、
豊
か
な
自
然
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
春
は
「
竹
の
子
狩
り
」
や
「
田
植
え
体

験
」
、
秋
に
は
「
稲
刈
り
体
験
」
な
ど
、
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
人
が
参
加
し
、
四
季
の
自
然
を

楽
し
み
ま
す
。
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男

女

世 帯

性

性

町章
円型は合併の和と結束とを示し、4枚の翼は
町の飛躍を表わしています。

町キャラクター
しばっこくん

芝山町長　麻生　孝之

自
信
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て

■ひこうきの丘

■空の駅風和里しばやま ■道の駅風和里しばやま

■ 芝山古墳 ･ はにわ博物館


